
外国人材受入促進・共生推進のめざすべき方向

（A）外国人材の受入れは、限定的なもので、国の姿勢は慎重
（B）人材不足対策として外国人の活用に期待が高まる。2019年は外国人の積極的な受入れに方向転換を図ったが、

コロナ禍による水際対策で日本離れが進み、外国人材が減少
（C）協議会の取組みにより、万博をインパクトにした大阪の成長・飛躍を支える多様な外国人材の受入促進と受け入れ

た外国人が安心して働き暮らせる共生推進を図る
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【外国人材の受入に関する方針の変遷（イメージ）】
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外国人の受入れは限定的
多様な外国人材の受入促進や、共生
社会の実現に向けた環境整備を推進
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未来社会の実現のために
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